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各位

シンガポール政府より、同国籍船舶の防火・消火設備の保守・点検及び試験について、以下の通り

指示がありましたのでお知らせいたします。これにより ClassNK テクニカル・インフォメーション No.
TEC-0483 は絶版といたします。

1. 持運び式消火器

(1) 加圧された持ち運び消火器並びに起動用ガス容器については以下のように水圧試験を行

うこと。

(i) 粉末消火器に関しては 10 年毎

(ii) CO2ガス消火器に関しては 10 年毎

(iii) 他の消火器に関しても 10 年毎

(2) 常圧の持ち運び消火器は 10 年毎に水圧試験を行うこと。

(3) 持運び式 CO2ガス消火器の消火剤の検量を毎年行い、充填重量が規定の 10%を超えて

減少している場合には水圧試験を行い、再充填する。

(4) CO2ガス以外の持運び式消火器の消火剤、及び起動用ガス容器のガスの検量を毎年行い、

充填重量が規定の 10%を超えて減少している場合には再充填する。

(5) それぞれの消火器に検査された旨わかるようにしておくこと。

2. 固定式 CO2ガス消火装置

(1) CO2ガス容器は製造後 20 年を経過した時期、及びその後 5 年毎に水圧試験を行う。

(2) 消火剤の検量は 4 年に一度行う。但し、全ての容器の消火剤の検量を 4 年に一度行うこと

を条件に、検量は、毎年 25%又は 2 年ごとに 50%行うか、或いは 1974 年 SOLAS （改正）

第 II-2 章第 14 規則 2.2 項（保守、試験及び点検）に規定される保守計画書に従って行うこ

とができる。

(3) 全ての Stop Valve が正しく開放・閉鎖位置を示していることを毎月点検する。

(4) 固定式 CO2ガス消火消火装置は毎月ガスの漏れがないか確認すること。

(5) ケーブル操作装置の止め金具と全ての CO2 容器の連結部に緩みがないことを 3 カ月毎に

点検すること。

(6) 全ての Control Valve は毎年点検され、5 年毎に内部点検されること。

(7) 通気試験を装置のパイプを通して毎年行うこと。
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3. 低圧式 CO2ガス消火装置

(1) 取付け物を含め、タンクの外観検査を 5 年毎に行う。外観検査の際には、腐食や劣化があ

ると考えられる箇所の防熱材は必要に応じの剥がし検査されなければならない。また、タン

クの足場、フランジ受け、バルブと同様に防熱材の境目にあたるパイプ及びバルブを点検

する。この外観検査には、製造者の操作・保守マニュアルで規定される保守・点検項目を

含む。

(2) 少なくとも毎年、上記(1)に規定するタンクの支持台、フランジ受け及びバルブの詳細検査

を行う。

(3) 5 年毎の外観検査に加えて、10 年毎にタンクの内部点検を行う。

(4) 内・外部の腐食・劣化状態により必要と認められた場合には、検査員の判断によりパイプ及

びタンクの水圧試験を行う。

(5) 亀裂や穴によりパイプやタンクの修理を行った場合、いかなる場合でも水圧試験を実施す

る。

4. 保守計画書

(1) 保守計画書は、以下の記載を含むこと。但し記載は設置されている以下の防火・消防設備

に限るものではない。

(i) 消火ライン、消火ポンプ、消火栓、消火ホース、ノズル及び国際陸上施設連結具

(ii) 固定式火災探知警報装置

(iii) 固定式消火装置並びに他の消火器具

(iv) 自動スプリンクラー、火災探知警報装置

(v) 防火ダンパー、ファン、を含む通風装置、並びにその制御装置

(vi) 燃料供給ラインの緊急遮断弁

(vii) 防火ドア並びにその制御装置

(viii) 一般緊急警報装置

(ix) 非常用脱出呼吸具

(x) 持ち運び式消火装置並びに予備

(xi) 消防員装具

(2) 上記防火装置並びに器具に加え、

(i) 旅客船には低位置の照明装置並びに船内通報装置の記載を入れること。

(ii) また、タンカーには以下の記載を入れること。

(a) イナ－トガスシステム

(b) 甲板泡消火装置

(c) カーゴポンプルーム内の火災安全設備

(d) 引火性ガス探知器

5. 保守・点検及び試験

上記に加えて、防火・消火設備の保守・点検及び試験は、添付の MSC/Circ. 850 に従って行

う。
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なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。

財団法人　日本海事協会　（ClassNK）

本部　管理センター　検査技術部

住所: 東京都千代田区紀尾井町 4-7　（郵便番号　102-8567）
Tel.: 03-5226-2027 / 2028
Fax: 03-5226-2029
E-mail: svd@classnk.or.jp

添付：

1. MSC / Circ.850
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